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補足説明： 

時代設定について 

 

 この物語は神話であり、それゆえ、第１巻は古代を舞台にしてます。ただ、巻が進むにつ

れ、その時代設定は新しい時代に移ってきます。ここでは、神話の時代設定について述べさ

せていただきます。 

 第１巻（ヴァーサヴァの巻）は、概ね、紀元前千数百年を舞台にしてます。騎馬戦術はまだ

なく、車を馬に曳かせる戦車が主な機動力でした。例えば、ラムセス２世の時代、カディシュ

の戦いなどの時代です。 

 第２巻（ヨシュタの巻）は、第１巻と同じような時代を舞台にしています。 

 第３巻（パキゼーの巻）は、ブッダをモデルとしたパキゼーが中心となる物語です。時代設

定としては紀元前５世紀頃です。 

 第４巻（ルガルバンダの巻）では、騎馬戦術がでてきます。時代背景としては、紀元前３世

紀前後です。 

 第５巻（ヴィダールの巻）では、時代は一気に新しくなります。第５巻の主要部は、２０世紀

の第二次世界大戦の頃が時代背景です。 

 第６巻（未来の巻）は、未来を舞台にしています。 

 第７巻（真理の巻）は、時代的には第６巻に続きますが、内容的には超時代的な内容とな

っています。 
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